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項目と 4項目は寄与が小さいりで、以後は 1項目と 2項目のみで議論する。〉どの数密度でも C1
は正、 C2 は負の値である。低密度(備えばpd~= 0.10 dsは溶媒の直径、 ρは溶媒の数密度。)で
は、 02はC1よりも十倉小さいので、溶媒和エントロピーはほぼ排除体襲で決まる。しかし高密度
(例えば pd~ = 0.8)では、 C2はC1と詞程度の値を持ち、従ってASA項も溶媒和エントロビーに
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